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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

近
代
美
術
館
企
画
展
「"M
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"

佃つ
く
だ 

弘ひ
ろ

樹き

」
＊

佃弘樹《The Needle and the 
Damage Done》2017年

　
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ベ
ル
リ
ン
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ー
ト
シ
ー
ン
で
作
品

を
発
表
し
続
け
る
佃
弘
樹
の
「
現
在
」
を

紹
介
し
ま
す
。

日　
12
月
16
日
㈪
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
11
月
４
日
、
12
月
16
日
を

除
く
）、
11
月
５
日
㈫

※
展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
も
あ
り
ま
す

所　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

他　
詳
し
く
は
、
県
立
近
代
美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
「
虫
の
絵
作

品
展
」
＊

今年度金賞受賞者の作品

　
県
内
の
小
学
生
が
夏
休
み
に
描
い
た
虫

の
絵
の
中
か
ら
、
校
内
で
選
抜
さ
れ
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
12
月
24
日
㈫
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（
入
園
は
４
時
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
11
月
４
日
を
除
く
）、
11

月
５
日
㈫

所　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市
新

里
町
）

入
園
料　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１

日
本
絹
の
里
特
別
展「
岡お

か

田だ

教の
り

子こ

　
伝
統
の
絣・未
来
へ
繋
ぐ
」
＊

　
日
本
の
伝
統
的
な
手て

括く
く

り
絣か

す
り

の
技
法
に

自
身
の
機
織
り
技
術
を
融
合
し
た
、
新
し

い
染
織
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
岡
田
教
子

の
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
9
日
㈯
～
12
月
16
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日　

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
２
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０岡田教子「It creates me.」（左）、

「When I am with you, I feel alive.」（右）

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
最
新

情
報
展
「
天
明
泥
流
に
被
災
し

た
村
」

日　
11
月
10
日
㈰
～
２
年
４
月
中
旬　
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
は
４
時
30
分

ま
で
）

休　
土
曜
日
、
12
月
28
日
㈯
～
１
月
４
日

㈯
、
祝
日
（
１
月
12
日
、
２
月
23
日
を
除

く
）、
１
月
13
日
㈪
、
２
月
24
日
㈪

所　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発
掘

情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内　
浅
間
山
の
噴
火
に
伴
う
天
明
３
年
の

泥
流
で
埋
没
し
た
、
江
戸
時
代
の
集
落
か

ら
出
土
し
た
生
活
用
具
や
仏
具
を
展
示
し

ま
す

観
覧
料　
無
料

問　
☎
０
２
７
9
・
5
２
・
2
５
1
３

館
林
美
術
館
ピ
カ
ソ
展
記
念
講

演
会
「
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
は
誰
の

も
の
？
」

　
企
画
展
示
「
ピ
カ
ソ
展
―
ゲ
ル
ニ
カ

［
タ
ピ
ス
リ
］
を
め
ぐ
っ
て
」
の
記
念
講

演
会
で
す
。

日　
11
月
10
日
㈰　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

演
題　
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
は
誰
の
も
の
？
―

ピ
カ
ソ
と
ス
ペ
イ
ン
の
綱
引
き

講
師　
松ま

つ

田だ

健け
ん

児じ（
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
詳
し
く
は
、
館
林
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

歴
史
博
物
館
企
画
展
講
演
会「
土

偶
の
か
た
ち
の
面
白
さ
」

日　
11
月
17
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

所　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

講
師　
原は

ら

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

（
文
化
庁
主
任
文
化
財

調
査
官
）

内　
土
偶
の
「
か
お
」
に
注
目
し
、
土
偶

の
形
の
移
り
変
わ
り
と
面
白
さ
を
分
か
り

や
す
く
話
し
ま
す

定　
１
４
４
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
☎

申
・
問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
双
眼
鏡
で
天

体
を
探
そ
う
」
＊

　
双
眼
鏡
を
使
っ
て
星
雲
や
星
団
を
探
す

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈯　
午
後
６
時
～
８
時
30
分

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
企
画
展

記
念
講
演
会

　
「
萩は

ぎ
わ
ら原

恭き
ょ
う次じ

郎ろ
う

生
誕
１
２
０
年
記
念
展

『
詩
と
は
？
詩
人
と
は
？
』」
の
記
念
講

演
会
で
す
。

日　
11
月
30
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

所　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高
崎

市
保
渡
田
町
）

演
題　
萩
原
恭
次
郎
と
ダ
ダ
・
未
来
派
・

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
―
『
死
刑
宣
告
』
を
中
心

に
―

講
師　
塚つ

か
は
ら原
史ふ

み（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

定　
１
５
０
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
☎
ま
た
は
事
前
に
来
館

申
・
問　
☎
０
２
７・３
７
３・７
７
２
1
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秋
色
に
染
ま
る
絶
景
「
太
平
山
」

　
蔵
の
街
・
栃
木
市
の
西
に
位
置
す

る
太
平
山
。
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た

モ
ミ
ジ
で
彩
ら
れ
る
紅
葉
は
見
事
で

す
。
山
頂
近
く
の
謙
信
平
か
ら
は
関

東
平
野
が
一
望
で
き
、
周
囲
の
峰
々

が
霧
に
浮
か
ぶ
雄
大
な
景
観
は
「
陸

の
松
島
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
。
秋
晴

れ
の
日
に
は
、
遠
く
に
富
士
山
や
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
日
本
夜
景
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
夜
の
眺
め
も
圧
巻
で

す
。

　
11
月
下
旬
に
は「
も
み
じ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
「
玉
子
焼
き
」
無
料
体

験
教
室
や
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

太
平
山
随
神
太
鼓
な
ど
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
山

頂
付
近
の
茶
店
で
は
、
太
平
山
三
大

名
物
「
焼
き
鳥
・
玉
子
焼
き
・
だ
ん

ご
」
が
味
わ
え
ま
す
。

　
名
物
を
堪
能
し
な
が
ら
、
太
平
山

の
紅
葉
と
と
も
に
秋
の
澄
ん
だ
空
に

広
が
る
関
東
平
野
の
絶
景
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

祭
り
の
期
間　
11
月
15
日
㈮
～
12
月

1
日
㈰

問　
栃
木
市
観
光
協
会
（
☎
０
２
８

２
・
２
５
・
２
３
５
６
）

茨
城
の
絶
品
「
あ
ん
こ
う
鍋
」

　
茨
城
の
冬
の
味
覚
「
ア
ン
コ
ウ
」。

特
徴
的
な
見
た
目
な
が
ら
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
味
わ
い
で
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た

っ
ぷ
り
の
白
身
や
脂
が
乗
っ
た
肝
は

絶
品
で
す
。
11
月
～
３
月
に
か
け
て

旬
を
迎
え
る
ア
ン
コ
ウ
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
楽
し
む
な
ら
、
骨
以
外
の
部

位
全
て
を
美
味
し
く
味
わ
え
る
鍋
が

お
薦
め
。
茨
城
で
あ
ん
こ
う
鍋
を
味

わ
い
、
身
も
心
も
温
ま
り
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
県
公
式
観
光
情
報
サ

イ
ト
「
観
光
い
ば
ら
き
」（
Ｈ
参
照
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
×
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
夜
間
運
行

　
紅
葉
で
色
づ
く
筑
波
山
は
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
か
ら
の

眺
め
が
圧
巻
。
期
間
限
定
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

昼
間
と
は
違
い
、
闇
夜
に
浮
か
ぶ
紅

葉
は
幻
想
的
で
、
と
て
も
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
雰
囲
気
で
す
。

期
間　
12
月
1
日
㈰
ま
で
の
土
・
日

曜
日
、
祝
日
お
よ
び
11
月
18
日
㈪
～
22

日
㈮

問　
筑
波
山
観
光
案
内
所
（
☎
０
２

９
・
８
６
６
・
１
６
１
６
）

※
３
県
連
携
企
画
と
し
て
茨
城
・
栃
木
県
の
観
光
情
報
を
紹
介
し
ま
す

秋
・
冬
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

赤や黄色に色づく太平山のモミジ

アンコウを余すところなく楽しめる鍋

萩原恭次郎


